
 

 

 

～機関評価～ 

～機関評価～「統合生命医科学研究センターアドバイザリー･カウンシル」 

（第 2 回：平成 28 年 9 月 28 日（火）～30 日（木）実施／委員会形式） 

（報告書の概要） 

・ 新しく就任した山本雅センター長によるリーダーシップの下、特にゲノム医科学および免

疫学の分野において IMSの名は世界に知られ、トップジャーナルでの論文発表、国際会議

での発表を継続している。センター予算が継続的に減少する状態にあってなお IMSが高い

成果を維持していることについて驚きを禁じ得ない。予算削減の結果が、生産性の高い研

究者の流出や論文の質の低下となって顕在化した時には回復が手遅れとなっているであ

ろう可能性を指摘しておく。 

・ 大規模なチーム型研究を進めるゲノム科学と、小規模なグループで臨床応用の可能性を含

む基礎的疑問に挑む生物科学とでは、相互に異なる文化を持っている。これら二つのグル

ープの融合には、センター設立前から非常な困難が予想された。IMSにおいてすでにいく

つかの成功例が存在するものの、AC は、これら二つのグループが今だ独立した存在であ

るとの印象を受けた。シナジーによって強力な相乗効果が期待できるだけに、そのような

状況に至っていない点は残念である。 

・ 山本雅新センター長は、予算の増大、ゲノム科学と生物科学の異文化融合という二つの課

題を前センター長より引き継ぎ、これらに真剣に取り組む努力と決意を表明している。 

・ ゲノム医科学部門は GWAS およびゲノム薬理学の分野において、世界的に高い成果を出し

ている。バイオバンク・ジャパンは日本の国家そして世界にとってかけがえのない財産で

あり、資金不足によって消滅してしまう最悪の事態は避けねばならない。新たな患者のリ

クルートはなくても、最低限、サンプルの保存および患者のフォローアップが必要である。 

・ IMSにおける粘膜免疫研究は世界的に見て常に強力であり、宿主と最菌叢との関係性を調

べるために IMSの最新の無菌動物施設が極めて重要な存在となっている。 

・ IMSが開発したアトピー性皮膚炎モデルである Spadeマウスを用いた成果は、シグナルネ

ットワークから臨床バイオマーカーの同定まで高い期待が持たれるとともに、関節リウマ

チといった他疾患にも同様のアプローチを拡大しうる。 

・ 2 型糖尿病のマルチオミックス研究は今後サンプル収集に加えフォローアップも必要と

なる点を考慮すると、センター予算が減少する状況でプロジェクトを継続できるかという

点を危惧する。 

・ 先天性免疫不全症のプロジェクトは臨床家とのネットワーク確立という困難な課題を克

服した成功例であり、継続した支援が必要である。 

・ iNKT細胞を用いたがん治療研究は、臨床応用の実現性をもち、IMSのミッションに合致し

ている。 

・ ヒト化マウス開発は IMSの方向性と合致するが、ビル・ゲイツ財団の支援を受ける国際的

大型研究グループとどのように競争していくかという点が変わらぬ課題となっている。 

・ IMSの将来計画は、これまでにセンターが築いてきた強みを生かして重要な疑問に挑戦す



 

 

べく良く考慮されている。一方で、複雑なデータを融合し実験的に検証するには膨大な時

間・労力・財源が必要となる。IMSの予算が削減される状況で、個人による興味主導型の

ボトムアップ研究を行う余地が残されるか、という点を懸念する。 

・ 将来計画に含まれる研究基盤構築は IMSの将来的成功のために非常に重要だが、財源の確

保が必要となる。 
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